
頭43-2_14_編集後記.mcd  Page 2 15/01/20 16:47  v5.50

❀ 編集後記 ❀ 吉峰 俊樹

編集顧問

阿部 弘
岩﨑 喜信
大本 堯史
河瀬 斌
菊池 晴彦
桐野 高明
佐々木富男
髙倉 公朋
田中 隆一
西本 詮
橋本 信夫
早川 徹
堀 智勝
�田 純
吉本 高志

編集委員

吉峰 俊樹
（編集委員長）

新井 一
岡田 芳和
片山 容一
斉藤 延人
高安 正和
伊達 勲
冨永 悌二
寳金 清博
宮本 享
村山 雄一
�田 一成
若林 俊彦
（五十音順）

「扉」には隈部俊宏先生から「目は口ほどに物をいう」をいただきました．目の奥

をじっとのぞき込んでくる赤ちゃんの目，視線を合わさない人々，目で患者さんの容

態を把握できる，などなど…2年ほど前に北里大学の脳神経外科教授に就任された隈

部先生ですが，風貌に似合わず意外に優しい面があるとのご本人の談です．学生や研

修医の純粋で澄んだ目に元気づけられ，目標に向かって目線を外さず努力を続けたい

と述べられています．

さて，「総説」には奈良県立医科大学の中瀬裕之教授から脳の静脈還流障害につい

て大変立派な原稿をいただきました．中瀬先生は卒業後，市中病院で臨床研鑽に打ち

込んでいるころから静脈還流に興味をもたれ，大学に帰って脳静脈還流障害の基礎研

究を始め，当時の榊教授の紹介でマインツ大学の Kempski教授（Neurosurgical Patho-

physiology）のもとに留学され，世界がもっぱら脳虚血，すなわち動脈還流障害の研

究に血道を上げていた時代から静脈還流障害の研究に没頭されていました．当時，脳

静脈還流障害の適切なモデルがなかったことから「脳静脈還流障害モデル」を初めて

確立し，脳静脈梗塞に伴うペナンブラ領域や脳損傷領域の経時的拡大，軽度の脳静脈

還流障害に脳圧迫が加わることの危険性，脳静脈梗塞に対する薬物療法など次々に画

期的成果を挙げておられます．本総説ではこれらの基礎研究と注意深い臨床観察にも

とづき，脳神経外科手術における静脈還流障害（静脈梗塞）について具体的に解説さ

れています．脳静脈還流障予防のための術前検討と手術アプローチの選択，術中の脳

静脈温存法と安全な静脈切断法，脳静脈損傷時の対処法など，常に静脈還流の重要性

を念頭において手術に当たってきた中瀬先生ならではの実用的で鋭い指摘がまとめら

れています．近年の脳神経外科では無症候性や軽症症例が増え，高齢者手術も増加

し，手術の安全性や完璧性が強く要求される時代になりました．静脈還流への配慮は

ますます重要となっています．脳神経外科医必読の総説です．

そのほか，木村英仁先生による自己血液から血管グラフト灌流液を作製する方法，

綿谷崇史先生による分子レベルでみた髄芽腫のサブグループ化など興味ある研究や多

数の症例報告が本号に掲載されています．貴重な原稿をいただきました著者の皆様方

に御礼申し上げる次第です．
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